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神 戸 大 学

女性研究者養成システム改革加速

理学研究科長  
    坂本　博

理学研究科長の挨拶　理学研究科の取り組み

「レボルーション！女性教員神戸スタイル」

　神戸大学がこれまで行ってきた男女共同参画推進活動が評価された結果でしょうが、
平成 22年度の科学技術振興調整費「女性研究者養成システム改革加速」プログラムに
神戸大学が採択され、これを機に神戸大学の理系部局の女性教員比率の向上に向けた具
体的な動きが始まったことは大変喜ばしいことだと思っています。理学研究科は理系部
局としては比較的女性教員比率が高い方であるとは言え、まだまだ改善の余地があるの
が現状です。理学系では上記プログラム期間中に5名の女性教員を採用する計画ですが、
その先頭を切って平成 23年 1月 1日付で生物学専攻に佐倉緑さんが講師として、続い
て 2月 1日付で保井みなみさんが自然科学系先端融合研究環の惑星科学に関する重点
研究チームの助教として着任されました。また、4月 1日付で化学専攻の准教授 1名が
着任されることが決まっています。今後数年間でさらに 2名の女性教員が採用される
予定ですが、これらの新しく採用された方々を含めた女性教員の皆さんが理学部・理学
研究科の教育研究において活発に活動され、在籍する多くの女子学生のロールモデルと
なることによって、教員全体の男女共同参画推進に対するポジティブな意識がなお一層
高まることを期待しているところです。
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（さかもと ひろし）
専門はRNAの分子生物学。京都大学理学部助
手、神戸大学理学部助教授を経て2000年に
神戸大学理学部教授。2006年からJSTさきが
け研究「RNAと生体機能」アドバイザー、2009
年から理学研究科長。

(くろだ  けいこ)
    専門は森林病理学，
木の機能解剖学。
京都大学博士課程終了，
農学博士。森林総合研
究所関西支所生物被害
研究グループ長，同支
所地域研究監，森林学
会理事などを経て，
2010 年 12 月から神戸
大学農学部森林資源学
教授。日本学術会議連
携会員。

　

こ
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ま
で
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萎
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。
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。
今
後
も
「
森
林
の
健
康
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
研
究
を
続
け
る
つ
も
り
で
す
。

ま
た
，
「
知
的
好
奇
心
を
持
っ
て
研
究
に
没
頭
す
る
」
楽
し
さ
を
，
若
い
世
代
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
て
，
女
性
の
人
生
の
選
択
肢
は
拡
が
っ
た
も
の
の
，「
仕

事
か
家
庭
（
育
児
）
か
選
択
を
」
と
い
っ
た
固
定
観
念
も
ま
だ
根
強
く
あ
り
ま
す
。
私

自
身
の
経
験
で
は
，
仕
事
も
家
庭
も
子
供
も
全
部
欲
張
っ
て
大
丈
夫
で
す
。
育
児
期
間

は
忙
し
く
な
り
ま
す
が
，
面
白
い
経
験
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
す
。
忙
し
け
れ
ば
段
取
り

よ
く
仕
事
を
こ
な
し
ま
す
の
で
，
研
究
の
生
産
性
は
落
ち
ま
せ
ん
。
課
題
は
，
病
後
児

や
突
発
的
な
出
張
の
際
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
不
十
分
な
こ
と
で
す
。
幼
児
期
か
ら

娘
を
学
会
に
同
行
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
，
子
供
の
負
担
が
増
え
る
と
親
の
方
も
つ
ら
く

な
り
ま
す
し
，
小
児
科
医
や
身
内
に
「
子
供
が
か
わ
い
そ
う
」
と
説
教
さ
れ
て
，
反
論

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
，
前
の
職
場
（
森
林
総
合
研
究

所
）
の
構
内
に
，
一
時
預
か
り
保
育
室
の
設
置
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
体
調
不
良
や
病

後
の
回
復
が
早
い
，
出
張
先
で
預
け
ら
れ
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
研
究
そ
の
も

の
よ
り
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
の
方
が
，
安
心
し
て
仕
事
に
没
頭
で
き
，
業
績
向
上
に
も
つ

な
が
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
神
戸
大
学
の
女
性
教
員
の
比
率
に
つ
い
て
男
女
共
同
参
画
推
進
室

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
集
に
掲
載
し
ま
し
た
。
19
年
度
か
ら
22
年

度
に
か
け
て
、
全
体
の
女
性
教
員
比
率
は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　

   黒田　慶子
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科
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専
攻  

応
用
植
物
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講
座　

森
林
資
源
学
研
究
室
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分室のご案内
男女共同参画推進室の分室にもお気軽にお立ち寄りください。

場所：自然科学総合研究棟 2 号館１０１号室

 国際シンポジウム  ”Women in Science and Education”

講演者 （講演順）
　Diana Malpede 氏（UNESCO科学政策と持続可能な開発部門専門官）
　　　『Gender issues within the UNESCO Science Policy』 

　Lourdes J. Cruz 氏（Philippines Diliman 大学教授 /2010 年ロレアル - ユネスコ女性科学賞受賞）
　Milena Papic Obradvic 氏（Belgrade 大学准教授 /医学博士）
　　　『Three Mile-Stones of My Biography』 

　黒田　玲子氏（東京大学教授 /国際科学会議副会長 /第 13 回猿橋賞受賞）
    　　『自然の不思議に魅せられて　Fascinated by Nature's Wonderｓ』

文部科学省科学技術振興調整費女性研究者養成システム改革加速「レボルーション！女性教員養成神戸スタイル」
事業の実施に伴い、国際シンポジウムを開催します。

「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
育
児
支
援
事
業
割
引
券
」
配
布
し
ま
す
！

教
職
員
の
育
児
と
就
労
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
に
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際

に
お
得
な
「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
育
児
支
援
事
業
割
引
券
」
の
配
布
を
行
い
ま
す
。
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
、
お
父
さ
ん
方
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

　

割
引
券
使
用
対
象
者

　
　

０
歳
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
育
て
る
本
学
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
非
常
勤
を
含
む

　
　

教
職
員
。
（
共
催
組
合
員
及
び
厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者
に
限
る
）

　

割
引
金
額
に
つ
い
て　

　
　

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
割
引
券
を
提
示
す
る
事
で
、
利
用
料
金
か
ら
１
７
０
０

　
　

円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。
（
１
７
０
０
円
以
上
の
利
用
料
金
に
限
る
）

　
　

※

詳
細
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
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理
系
女
子
た
ち
が
も
っ
と
自
由
に
科
学
を
学
び
、
楽
し
む
た
め
の

「
女
子
中
高
生
の
た
め
の
関
西
科
学
塾
」
の
最
終
回
を
開
催
し
ま
す
。

　

第
５
回　

3
月
20
日
（
日
）
〜
21
日
（
月
・
祝
）   

                      
＠ 
神
戸
大
学
（
宿
泊
：
神
戸
自
然
の
家
）

　
　
　

        
実
験
、
発
表
会
、
交
流
会
、
賞
の
授
与
、
閉
会
式

http://kagaku-juku
                        2011.jp/

中野美紀（人間発達環境学研究科人間環境学専攻：指導教員 蛯名邦禎教授）
『コンピュータシミュレーションによるポリグルタミンたんぱく質の特性解析』
岡村千絵子（医学研究科生理学・細胞生物学講座神経発生学分野：指導教員 寺島俊雄教授）

『細胞内分子スイッチとしての低分子量GTPaseRac3 機能』
　

中馬いづみ（農学研究科生命機能科学専攻植物病理学：指導教員 土佐幸雄教授）
『 イネいもち病菌のゲノム深化と寄生性分化』

　

　

理系若手女性研究者・研究最前線 2010
育成研究員研究発表会

開催報告

　若手女性研究者を「育成研究員」として学内経費で雇用し、
研究室へ配置し、研究力を向上させて正規雇用への道を開く
ことを目的とした「育成研究員制度」が始まって 4年が経
ちました。本研究発表会も 4回目を迎え、3名の育成研究員
が日頃の研究成果を発表しました。
　各人とも 30 分の持ち時間を目いっぱい使い発表し、質疑
応答では、他の育成研究員の指導教員やメンターから活発な
質問やコメントが出されました。担当指導教員による研究内
容の補足説明によって、発表内容についての理解がさらに深
まり、彼女たちの研究の将来性について大きな期待を抱くこ
とができました。また、研究内容の充実だけでなく 3年間
でプレゼンテーションスキルが格段に上達した育成研究員も
おり、「継続は力なり」の言葉を実感しました。本制度は来
年度以降も継続します。

中野さん

岡村さん

中馬さん

2011 年 2月 24日（木）、六甲台キャンパス百年記念館
会議室 Aにて標記発表会が開催されました。

入場料無料 ・ 同時通訳 ・ 託児サービスあり ・ 懇親会１８：００－１９：３０　（参加費１，０００円）
参加希望者は、氏名・所属・連絡先・懇談会参加の有無・託児利用の有無を明記の上、お申し込みください。（締切３月１４日）
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